
デジタルアーカイブにおける知
的創造サイクルの実践的

⾶騨⾼⼭匠の技デジタルアーカイブに関する効果測定モデル

久世均・林知代（岐⾩⼥⼦⼤学）



⾶騨⾼⼭匠の技術デジタルアーカイブ

⽬的

社会的投資等外部資⾦の確保の
ためにも地域伝統⽂化産業のデ
ジタルアーカイブの投資効果を
明らかにすること。



知的創造サイクル

記録

活⽤創造

⾶騨匠の技デジタルアー
カイブ

Web・冊⼦・アプリ
効果検証モデル



社会的価値の評価⼿法

社会的価値
の評価⼿法

私的財として
の価値

売り上げ

製品開発

公共財として
の価値

遺贈価値

威信価値

経済的価値
⽂化財として
の価値

地域の雇⽤や所得

地域のアイデン
ティティや誇り

将来世代のために
維持したいとする

製品の売り上げ

商品開発や改良



知の増殖型サイクル

デジタル
アーカイ
ブ

⽬的対応
の資料の
選定

実践

（活⽤）

新しい
知の創
造

地域⽂化の発展
（未来への伝承）

奈良時代〜現代まで
の過去の資料


